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1
ページ1　10までの　かず1

1

3

2

4

もの（絵）を指で押えながら、「い
ち、に、さん、…」と声に出して読み、も
のと同じ数だけ○に色をぬらせます。○を
ぬるとき、どんな色を使うのかは自由です。
同じ数だけぬっていれば、どのようなぬり
方でも正解ですが、横にぬっていくのがよ
いでしょう。

2
ページ1　10までの　かず2

13 25
34 41

ものの数が数字で表せることを、
具体物（もの）・半具体物（ブロック図）と数
字を対応することで確認させます。
具体物の個数を数字で表します。数え

まちがいのないように気をつけます。

1

2

3

3
ページ1　10までの　かず3

1

3

2

4

7、8、9や 10の 0の書き方
に注意させます。

4
ページ1　10までの　かず4

19 26
12 20

ものの数が多くなってきました。
2度数えたり、数えもれのないように気を
つけます。

0の書き方に気をつけます。
0は、1つもないことを表す数字です。1
つもなくても、数字で表せることを理解さ
せます。

1

2

●ドリルやテストがおわったら、うしろの
 　「がんばりひょう」にシールをはりましょう。
●まちがえたら、かならずやりなおしましょう。
 　「考

かんが

え方
かた

」もよみなおしましょう。
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7
ページ2　いくつと　いくつ7

1 5
2 3

 2 5

1 4

3 6
2 4

 4 6
5 1

12 24
1 1と　5  2 3と　3
14 22

数の分解や合成について学習します。
いろいろな組み合わせがあることを理解さ
せます。

8
ページ2　いくつと　いくつ8

1 8

4 4

 2 8

3 5
1 9

2 7
 2 9

5 4
16 21 38 43
（じゅんに）15、3 24、5

8と 9の数の分解、合成です。
3 数字だけでわかりにくい場合は、 4
のように、おはじきなどを用いて理解させ
ます。

9
ページ2　いくつと　いくつ9

11 23 
3（じゅんに）4、6
1 10

5 5

 2 10
8 2

3 10
3 7

 4 10
6 4
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3
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4
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4
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5
ページ1　10までの　かず5

1  2

、 0から 10までの数の順
番を、しっかり覚えさせます。数は小さい
数から順に 1ずつ大きくなっています。
0～10までの数をしっかり書けるように
させます。

6
ページ1　10までの　かず6

1  2

2 10から順に 1ずつ小さくなっ
ています。大→小と数が並んでいても、しっ
かり書いて唱えられるようにします。

1～10までの数の読み書きや大小
比較などについては、身のまわりのものを
通して慣れさせるようにしましょう。

5 976 8 10

1 1

2

3

4

2

3
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10の分解、合成です。
1 、 2 、 3 ともに 10は、1と 9、2
と 8、3と 7、4と 6、5と 5の組み合わ
せになることをしっかり確認させます。
10の分解で、 と の形式の問題のと
きに、どちらが となっていても答えら
れるように学習します。

10
ページ3　なんばんめかな10

12 23
1

2

3

何番目といった順番を表す順序数で
は、まず、「前から」「後ろから」の数え始
めの基準をきちんと押さえさせます。

11
ページ3　なんばんめかな11

1

2

3

12 24 33
6

1 「右から何人」や「前から何こ」は、
ものの集まりを表す数で集合数といいます。
1は、集合数です。23は、何番目といっ
た順序を表す順序数です。集合数と、順序
数を比較しながら、「前から」「後ろから」
をよく練習しましょう。
上下の位置関係を数で表し、上から、

下からという言葉を使って、表現できるよ
うにします。
右からと指示された位置を、しっかり

確認できるようにします。

1

2

1

2

3

2

3

12
ページ

4　あわせて　いくつ　ふえると　
いくつ12

しき　3+ 1 = 4
 こたえ　 4ひき
しき　 1 + 2 = 3
 こたえ　 3ぼん
15 24
34 45

たし算の学習です。「あわせて」「ぜ
んぶで」「みんなで」などはたし算の式に表
せることや、+、=の記号の読み方、書き
方を覚えます。たし算は、もとの数に対し
て答えの数が増えるときに使うことを理解
させます。

13
ページ

4　あわせて　いくつ　ふえると　
いくつ13

しき　 3 + 5 = 8
 こたえ　 8とう
しき　 5+2=7
 こたえ　 7ひき
16 27
38 48
57 69

1 、 2 文章題を読んで、どのよ
うな場面かをとらえて立式し、答えを求め
られるようにします。「あわせて」「ぜんぶ
で」という言葉に着目させます。
たし算の計算に慣れないうちは指を使って
数えてもいいです。2つの数を合わせると
きは「+」の記号を使い、答えを書くときは
「=」を式につけ加えることを確認させます。

14
ページ

4　あわせて　いくつ　ふえると　
いくつ14

しき　6+ 1 = 7
 こたえ　 7ひき
しき　 2+6=8
 こたえ　 8こ
18 29
38 49
59 67
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1 、 2 たし算には、合併（「あわ
せて」「ぜんぶで」「みんなで」）、増加（「ふ
えると」）の 2つの意味があります。ここ
では、増加について学習します。「ふえる
と　いくつ」という考え方をもとに式を立
てられるようにします。

15
ページ

4　あわせて　いくつ　ふえると　
いくつ15

しき　4+ 3 = 7  こたえ　 7わ
しき　 6+2=8  こたえ　 8ぽん
19 27 36
47 56 68

1 、 2 「くると」「もらうと」も増
加の意味であることをつかませます。

16
ページ

4　あわせて　いくつ　ふえると　
いくつ16

（じゅんに）6、4、あわせて（ぜんぶで）
110 210 310 410
510 610 710

すべて、たして 10になる計算です。
くり上がりのある計算の基礎になります。

17
ページ

4　あわせて　いくつ　ふえると　
いくつ17

1

2

3

4

1

2

3

13 21 32

たし算カ -ドを使うことで、たし
算の習熟を図ります。式を見て答えをいう
（書く）、答えを見て式をいう（書く）など、
いろいろな練習方法があります。
2 同じ答えになるたし算は、1つだけで
はないことに気づかせます。

1

2

3

1

2

1

2

3

18
ページ

4　あわせて　いくつ　ふえると　
いくつ18

1　3+1= 4
2　3+ 0 = 3
3　 0 + 0 = 0
15 29
33 46
58 67
70 81

0は 1つもないことを表し、たして
も数は増えないことを理解させます。

19
ページ

4　あわせて　いくつ　ふえると　
いくつ19

しき　 4+5=9  こたえ　 9だい
しき　 3+0=3  こたえ　 3つ
15 22
36 44
51 64

1、 2 式を書くときは、たされ
る数とたす数の違いを意識させ、答えには
必ず単位をつけることを忘れないように注
意させます。
3 答えが 7になるたし算は、いくつも
あることを理解させます。

たし算の文章題では、「あわせて」、
「くると」などのキ-ワ-ドが必ず含まれ
ています。それに気づくことが大切である
ことを教えてあげてください。

20
ページ

5　のこりは　いくつ　ちがいは　
いくつ20

しき　 5 - 1 = 4  こたえ　 4こ
しき　 3 - 1 = 2  こたえ　 2ひき
11 22
31 43

ひき算の学習です。「のこりは　い
くつ」はひき算の求残にあたり、ひき算の
式に表せることを理解させます。同時に、
-（ひく）の記号の読み方、書き方を理解さ
せます。また、ひき算では、大きい数から
小さい数をひくということを、よく理解さ
せてください。
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2

1
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21
ページ

5　のこりは　いくつ　ちがいは　
いくつ21

しき　 8-5=3
 こたえ　 3こ
しき　 9-4=5
 こたえ　 5まい
15 25
32 44
51

1 、 2 「とると」「つかうと」も求
残の問題です。取ったあと、使ったあとの
残りの数はもとの数より少なくなり、ひき
算の式に表せることに気づかせます。

22
ページ

5　のこりは　いくつ　ちがいは　
いくつ22

しき　 7-4=3  こたえ　 3こ
しき　 9-5=4  こたえ　 4わ
17 27
31 42
52

1 、 2 文章題を読んで、どのよ
うな場面かをとらえて立式し答えを求めら
れるようにします。
ここでは、残りを出すためにひき算を用い
ます。ひき算をどんな場合に用いるのか、
ここでもう一度確認しておきましょう。

23
ページ

5　のこりは　いくつ　ちがいは　
いくつ23

しき　 10-4=6  こたえ　 6さつ
しき　 10-7=3  こたえ　 3まい
17 22
35 49
51 64

1 、 2 全体から部分を求める求
部分（求補）の問題です。全体の数が 10で
すが、10までの場合はもう一方の部分の
数を求めることは比較的容易です。ここで
は、ひき算の立式とともに、一方の部分を
出すには、全体からもう一方の部分を取り
除けばよいということを、十分に理解させ
てください。

1

2

3

1

2

3

1

2
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24
ページ

5　のこりは　いくつ　ちがいは　
いくつ24

12（こ）
20（こ）
34（こ）
しき　 5-5=0
 こたえ　 0わ
10 22
37 40
50

0のひき算の学習です。絵やおはじ
きなどを使って理解を深めましょう。
1 2ひき算は、多い方の数から少ない
方の数をひきますが、同じ数どうしでもひ
き算ができることに気づかせます。
3どんな数から 0をひいても変わりはな
いことを理解させます。
2 5から 5をひけば 1つもなくなるの
で、答えは 0になります。

25
ページ

5　のこりは　いくつ　ちがいは　
いくつ25

しき　 7 - 4 = 3
 こたえ　 3びき　おおい。
しき　 8 - 3 = 5

 こたえ　 5こ　すくない。
しき　 9-7=2

 こたえ　 ぷりん が　 2こ　おおい。

ひき算で違いを求める求差について
学習します。違いを求めるときも、ひき算
を使うことや、「何個多い」、「何個少ない」
というときも、数の違いを求めるので、ひ
き算の式に表せることを理解させます。
1 きつねとぶたの数の差を求めます。
「どちらが多いか」ということを答えるだけ
なら立式の必要はありませんが、「何びき
多い」となると立式の必要が出てきます。
きつねとぶたの絵を 1つずつ線で結び、
式と答えを確認させましょう。

1

2

3

1

2

3
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26
ページ

5　のこりは　いくつ　ちがいは　
いくつ26

1（じゅんに）7、3、のこり
2（じゅんに）7、3、りんご、みかん
しき　 8-5=3  こたえ　 3まい

1 22種類が混じっている絵か
ら、それぞれの数を数え、りんごとみかん
のどちらが多いかに注意して問題をつくり
ます。
2 ケ-キの絵が先に出ていますが、
「5-8」と書かないように注意させましょ
う。

27
ページ

5　のこりは　いくつ　ちがいは　
いくつ27

13 21 34

1 たし算カ-ドと同様に、ひき
算の基礎練習として、ひき算カ-ドを有
効に利用しましょう。
2 それぞれ、カ-ドの横に答えを書い
ておくと、やりやすくなります。
3 答えが 5になるひき算はいく通りも
あります。「10-5」、「9-4」、「8-3」、
…と順に唱えさせてみましょう。

28
ページ

5　のこりは　いくつ　ちがいは　
いくつ28

12 24
31 46
50 68
しき　 7-5=2
 こたえ　 2ひき
しき　 9-8=1
 こたえ　えんぴつが　1ぽん　おおい。

1

2

1 1

2

3

4

2 1

2

3

3

1

2

3

2 全体から部分を求める求部分
（求補）というひき算にあたります。この場
合もひき算を使って答えを求めますが、こ
れまでと違って、「のこりは　いくつ」のよ
うな言葉が見当たらないので、少しとまど
うかもしれません。おはじきなどを使って、
全体からどの部分をひくかということを理
解させます。
3 違いを出すためにひき算を用います。
ひき算をどんな場合に用いるのか、ここで
もう一度確認しておきましょう。答えは、
きほんのドリルで学習したように、「どち
ら」が「いくつ」多いという 2つの要素をも
らさず答えられるようにします。

たし算のときと同様に、文章題の答
えには、単位を忘れずにつけることを確認
させましょう。
また、 3 のような求差の問題は、子ども
にとって「ひく」というイメ -ジに結びつ
きにくいため、ひき算の式を立てにくいよ
うです。このような場合は、おはじきやブ
ロックなどを用いてイメ-ジをつかませ、
ひき算の式に表して答えが求められるよう
にしてあげましょう。

29
ページ

10までの　かず／いくつと　いくつ
なんばんめかな29

1  2

3

108
   4

1 0

1 7
5 2

 2 5
1 4

 3 6
3 3

4 8

2 6

  5 6

2 4

 6 8

5 3
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3 「何匹」と「何番目」の違いに注意
させます。

30
ページあわせて　いくつ　ふえると　いくつ30

15 210
35 49
56 60

しき　 2+8=10
 こたえ　 10ぽん

1 3、60のたし算です。どんな
数に 1つもない 0をたしても数は増えな
いことを、もう一度、確かめましょう。

3 テストのペ-ジでは、文章題の
解答欄にはあえて単位を入れていません。
「まい」や「ほん」などの単位は正しく使い分
けさせたいですが、「○つ」と「○こ」は、どち
らを使ってもまちがいではありません。

31
ページのこりは　いくつ　ちがいは　いくつ31

14 25
32 46
50 66
1 しき　 9-4=5
 こたえ　 5こ
2しき　 8-5=3
 こたえ　うさぎが　3びき　おおい。

1 60のひき算です。たし算同様、
0のひき算についても、ここでしっかり身
につけさせてください。

10までの数のひき算はここで終わ
り、次は 2けたのひき算になります。ど
んな問題のときにひき算をするのか、しっ
かりと理解させておきましょう。

1

2 1

2

3

4

3

1

2

32
ページ6　いくつ　あるかな32

1みぎ
26
3ばす
4でんしゃ

グラフにすることによって、量の多
い少ないが一目でわかります。このグラフ
を見て、どの乗り物がいちばん多いかいち
ばん少ないか、また何番目に多いかを読み
取らせましょう。

33
ページ

7　10より　おおきい　かずを
かぞえよう33

1 1 4  2 1 7
1 1 2  2 1 6
3 1 8  4 2 0
1 1 2  2 1 5

10をこえる数について、「10と　
いくつ」という数の構成を理解させます。
10のまとまりとばらに分けて考えさせま
す。

34
ページ

7　10より　おおきい　かずを
かぞえよう34

115 217 39 44
1  2 17 14

（○）（　）

113 220 314

1 20までの数の構成（合成）です。
10といくつで何になるか理解させます。
2 数の大きさ比べです。
4 数直線を見ながら、 にあてはまる数
を見つけていきます。

1

ひ
こ
う
き

ば
す

で
ん
し
ゃ

じ
ど
う
し
ゃ

1

2

3

1

2 11 15
（　）（○）

3 14 15 16 18 2017 19
4
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35
ページ

7　10より　おおきい　かずを
かぞえよう35

1（じゅんに）4、14、10
212 317
410 510
113 210
315 410
519 610

10といくつのたし算と、十いくつ
からいくつをひいて 10になるひき算の計
算です。
2 「十いくつ」が 10と端数であることを、
たし算、ひき算で確認させます。

36
ページ

7　10より　おおきい　かずを
かぞえよう36

しき　11 + 4 = 15
 こたえ　15こ
しき　16 - 3 = 13
 こたえ　13こ
116 218
318 414
511 613

十いくつといくつのたし算は、たさ
れる数を 10といくつに分けて、一の位の
数どうしのたし算を先にします。
十いくつといくつのひき算は、ひかれる数
を 10といくつに分けて、一の位の数どう
しのひき算を先にします。

37
ページ

7　10より　おおきい　かずを
かぞえよう37

127 230
（じゅんに）2、8、28

2 たくさんあるときは、10ずつ
まとめると数えやすくなります。
まず、10個ずつ
線で囲み、10
のまとまりの数
とばらの数を数
えさせます。

1

2

1

2

3

1

2

38
ページ

7　10より　おおきい　かずを
かぞえよう38

119 224
1  2

116 218
319 410
513 614

十進法の原理の基本的な理解ができ
ているかを確認しましょう。
2 数の大きさ比べです。
3 数直線を見ながら、 にあてはまる数
を見つけていきます。

10以上20未満の数が、すべて「10
といくつ」という構成になっていることを
理解しておくと、20以上の大きな数を学
習するとき、容易に移行することができま
す。しっかり理解させましょう。

39
ページ8　なんじ　なんじはん39

14じ 24じはん 35じ
1  2

あ い

（　○　）　　　　　（　　　）

「～時」と「～時半」の時計が読めるよ
うになることが目標です。短針が「時」を表
すことを理解し、長針が「～時」のとき 12、
「～時半」のとき 6を指すことを確認させ
ましょう。

1

2 11 13
（　）（○）

15 12
（○）（　）

3

4

1

2

3
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40
ページ9　かたちあそび40

1 身のまわりのいろいろな物の形
を観察し、立体図形の特徴などを学習しま
す。立体図形の典型的な形（直方体、三角柱、
円柱、球）を覚えられるようにします。
立体図形の特徴を、経験から予想して

答えられるようにします。
立体図形の特徴を、視覚的に判断でき

るようにします。

41
ページ9　かたちあそび41

それぞれの立体を、上、下、横から
見るとどんな形になるかを観察させます。

1

2

3

2

3

1

2

42
ページ10　たしたり　ひいたり　してみよう42

しき　6+4+3= 13  こたえ　13びき
しき　8-2-4= 2  こたえ　2こ
115 216
33 48

1 2回増加するものについては、
1回目のたし算の答え（和）に、2回目のた
し算をすることを理解させましょう。
2 2回減少するものについては、1回
目のひき算の答え（差）に、2回目のひき算
をすることを理解させましょう。
3 3つの数のたし算とひき算の練習で
す。左から順に計算していけばよいことを
確認します。

43
ページ10　たしたり　ひいたり　してみよう43

しき　8+2-4= 6  こたえ　6ぴき
しき　8-4+3= 7  こたえ　7まい
18 28
313 44
512 615

1 3つの数の計算で、たし算の
後にひき算という計算です。問題に合わせ
て順序よく計算します。
2 3つの数の計算で、ひき算の後にた
し算という計算です。
3 3つの数のたし算、ひき算の混じっ
た計算です。たし算とひき算が混在してい
ても左から順に計算していきましょう。

44
ページ11　たしざん44

（じゅんに）1、2、12 こたえ　12こ
12 22
32 4（じゅんに）2、12
111 211

くり上がりのあるたし算です。10
をつくることがポイントになります。10
をつくるときは、まず、9と 1、8と 2、
7と 3、6と 4、5と 5の場合が確実に
できるようにします。

1

2

3

1

2

3

1

2

3
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45
ページ11　たしざん45

（じゅんに）1、3、13 こたえ　13こ
12 21 
32 4（じゅんに）1、11
112 213

たされる数がたす数より小さい場合、
たす数で 10をつくった方が考えやすいと
きがあります。
たされる数で 10をつくるか、たす数で
10をつくるかは、考えやすい方でして、
計算が正しくできるようにします。

46
ページ11　たしざん46

（じゅんに）13、3 24、3
116 215
315 416
514 617

いろいろな考え方で 10をつくりま
す。教科書には、次の 3つの方法がのっ
ています。
・たされる数で 10をつくる。
・たす数で 10をつくる。
・両方の数から 5ずつとって10をつくる。
どの考え方でもよいですが、自分の計算し
やすい方法が選べるようにします。

47
ページ11　たしざん47

しき　8+5=13
 こたえ　13人

にん

しき　9+7=16
 こたえ　16こ
しき　3+8=11
 こたえ　11わ
112 217
312 414

1 は「みんなで」、 2 は「ぜんぶで」、
3 は「あわせて」ということから、たし算
となります。式の書き方と答えの書き方を
確認しておきます。

1

2

3

1

2

1

2

3

4

48
ページ11　たしざん48

114 211
312 414
516 613
（じゅんに）5、4

1 上のカ-ドを先に計算し、そ
の答えと同じ数が書いてある下のカ-ド
を線で結んでいきます。
2 カ -ドに書いてある式を計算し、そ
の裏に答えを書いていきます。
1、4からは、たす数とたされる数を入
れかえても答えは同じだとわかります。
3 たされる数が 1増えると、たす数が
1減ることにふれるとよいでしょう。

49
ページ11　たしざん49

111 212
312 414
515 618
しき　9+7=16
 こたえ　 16本

ぽん

しき　7+5=12
 こたえ　12だい
1 2

（ ）　（ ◯ ）　　  （ ◯ ）　（ ）

2、 3 「あわせて」「ぜんぶで」の
問いに注意を払わせましょう。

くり上がりのあるたし算が確実にで
きるようにしておきましょう。そのために、
カードの利用などのゲームの要素を取り入
れるのも理解を深める 1つの方法です。

1

2

3

1

2

3

4 7+5 6+9 5+8 9+27+5 6+9 5+8 9+2
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50
ページ12　ひきざん50

（じゅんに）1、4 こたえ　4こ
24 32
4（じゅんに）4、6
18 26

くり下がりのあるひき算です。ひか
れる数を 10といくつに分け、10からひ
く数をひいて、その答えを出します。
くり下がりのあるひき算では、10といく
つの分解がスム -ズにできることがポイ
ントになります。
3 116-8 =（10+6）-8

=（10-8）+6=2+6=8
という形で、 線部で 10といくつの分解
が使われます。

51
ページ12　ひきざん51

しき　11-3=8
210 38 こたえ　8こ
しき　12-4=8
 こたえ　8まい
19 29
38 48

くり下がりのあるひき算で、ひく数
の分解をして、その答えを出します。
くり下がりのあるひき算の解法には、減加
法と減々法の 2通りがあります。
減加法とは、きほんのドリル 50 の方法、
減々法とは、このきほんドリル 51 の方法
です。
減加法を中心に展開することになりますが、
ひかれる数が小さいときには、減々法のほ
うがわかりやすいときもあります。どちら
の考え方でもできるようにしておくとよい
でしょう。

52
ページ12　ひきざん52

（じゅんに）15、3 210、2
18 27
39 48
56 67

1

2

3

1

2

3

1

2

1 きほんドリル 51 に書いたよう
に、1 は減加法、2 は減々法です。自分
に合った考え方で計算ができるようにして
おきたいです。式に表すと、
1は、13-5 =（10+3）-5

=（10-5）+3=5+3=8
2は、13-5 =13-（3+2）

=（13-3）-2=10-2=8
となります。

53
ページ12　ひきざん53

しき　13-8=5
 こたえ　いぬ が　5 ひき　おおい。
しき　11-8=3
 こたえ　おんなの子

こ

が　3 人
にん
　おおい。

12 29
35 49

1 、 2 どれだけ多いか（求差）は、
ひき算を使って求めます。ひき算の式は、
大きい数から小さい数をひくことに注意さ
せましょう。

54
ページ12　ひきざん54

18 28
37 47
59 69
（じゅんに）8、7

1 答えをカ-ドの横に書いて調
べさせます。
3 答えが同じになるひき算です。ひかれ
る数が 1減ると、ひく数も 1減ります。
ひかれる数が 1増えると、ひく数も 1増
えることにふれてもよいでしょう。

1

2

3

1

2

3
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55
ページ12　ひきざん55

しき　8+7=15
 こたえ　15こ
しき　18-9=9
 こたえ　9 こ
しき　7+5=12
 こたえ　12わ
しき　11-5=6

 こたえ　りんご が　6 こ　おおい。

1 「ぜんぶで」とあるので、たし算
です。図のかきの数を正しく数え、立式さ
せます。8+7でも 7+8でも正解です。
2 「のこりは」とあるので、ひき算です。
くり下がりのあるひき算の復習です。

18-9 =（10+8）-9
=（10-9）+8=1+8=9

18-9 =18-（8+1）
=（18-8）-1=10-1=9

4 「どちらが　なんこ　おおいですか」
（求差）は、ひき算で求めます。5-11と
立式しないよう注意させましょう。

56
ページ12　ひきざん56

14 28 
36 49
58 67
しき　12-7=5
 こたえ　5こ
しき　16-8=8

 こたえ　あめが　8こ　おおい。
1 2

（ ◯ ）　（ ）　　  （ ）　（ ◯ ）

2 は残りを求める求残、 3 は差を
求める求差の問題です。
4 くり下がりのあるひき算と、答え（差）
の大小がわかるか確認します。

くり下がりのあるひき算が正しくで
きるようにします。また、文章題にも慣れ、
式の書き方や答えの書き方にもとまどわな
いようにしておきましょう。

1

2

3

4

1

2

3

4 14-5 16-8 14-9 15-914-5 16-8 14-9 15-9

57
ページ13　くらべてみよう57

（○をつけるのは）
1い 2あ 3い 4い
（○をつけるのは）あ

1 長いと判断した理由をそれぞれ
答えさせます。1は、左端がそろえてある
ので、右端を見て答えることになります。
並べて比べることができないものは、3、
4のようにテ -プなどをあてて、長さを
テ -プにおきかえる方法があることを理
解させます。このようにすれば、どのよう
な長さも比べることができることに気づか
せます。
2 1個分を単位と考えて、 何個分
かで長さを比べます。

58
ページ13　くらべてみよう58

1い	 2あ
1あ7 い6 う9
2う

1 かさ比べの 2つの方法を示し
ています。
2は、形の違う容器に水を満たし、同じ
容器にそれぞれ移したときの水面の高さに
よって、容器のかさを比べます。
2 かさ比べをするとき、コップ 1杯分
を単位と考えて、その何杯分かで比べれば
よいことに気づかせます。

59
ページ13　くらべてみよう59

1あ	 2い	 3い
4い	 5あ

1 広さ比べです。1、2は、重ね
合わせることによって比べます。3、4で
は、 の数をそれぞれ数えて比べ、 で
いくつ分違うかで確かめられます。5では、
三角形の板をそれぞれ数えます。

1

2

1

2

1
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60
ページ

10より　おおきい　かずを　かぞえよう
なんじ　なんじはん／かたちあそび60

111 217
319 417
510 614
713 812
18じ
27じはん（7じ 30ぷん）
35じはん（5じ 30ぷん）

1 10といくつという構成に着目
したたし算とひき算です。
3 球、円柱、立方体、直方体の形を、具
体的なものと照らし合わせて学習します。

61
ページたしざん／ひきざん／くらべてみよう61

111 212 313
414 58 68
77 89
しき　16-9=7

 こたえ　あきらさんが　7かい　おおく　
　　　　　　とんだ。
あ
あ

4 単なる長方形ではなく、このよ
うな複雑な図形であっても、 の数を数
えて、広さの違いを見つけさせましょう。

3 2つのものの長さを比べるとき
には、一方の端をそろえるようにします。
また、2つのものが重ねられないときは、
ものさし、テ -プなどに写しとって長さ
を比べます。
このように、単に見比べるのではなく、数
に置きかえるなどした方が正確であること
を理解させます。mm、cm、mといった長
さの単位の学習に入る前の土台作りです。

1

2

3

1

2

3

4

62
ページ14　かたちを　つくろう62

12 23
34 44
1

(　　　　　　でも　よいです。)
2

1 色板の並べ方の一例
2　　　　　 3　　　　　 4　

2 実際に色板を使って
動かしてみると、わかりやすいでしょう。

63
ページ14　かたちを　つくろう63

14 25 35
414 515
1  

2

3 

4

1 4、5のように、棒の数が多
くなると数えまちがうことがあるので、数
えるときに、棒 1つ 1つに数えた印をつ
けさせましょう。

1

2

1

2
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10が 10こで 100になることを、
1 、 2 を通して理解させます。
3 3のように 10を単位にしている場
合は、たとえば、70、80、90、…のよ
うに 10とびに数を考えます。
4はたし算、ひき算の考え方で答えを出
してもよいのですが、100までの数の計
算は未習です。ここでは、100、90、…
と10とびの数を順に書かせて、100より
30小さい数を見つけさせるのが適切です。

67
ページ15　大きい　かずを　かぞえよう67

1 1 3
1 1 2 0  

2 1 0 4
3 1 1 1  4 1 1 8

100より大きい数の存在は、日常
の生活の中で、すでに知っていることで
しょう。100より大きい数については、
120くらいまでの数を扱います。ここで
は、そのような数に関心をもたせるととも
に、値段などの身近なものが読めるように
なることが目標です。

68
ページ15　大きい　かずを　かぞえよう68

（じゅんに）3、4、7、70、70
しき　50+10=60  こたえ　60こ
180 270
380 4100

（何十）+（何十）の計算です。
1 10のまとまりで考えると、3+4=7
になり、70だとわかります。
このような計算は、十円玉で考えれば、（十
円玉が）3+4=7（個）より、十円玉が 7個
分で 70円と考えることができ、1けたの
数どうしのたし算で解決できます。
このように日常によく出てくる範囲内での
計算が、ここで扱われています。
2 「合わせていくつ」の考え方で、たし算
の式を立て、答えを出します。

1

2

1

2

3

64
ページ15　大

おお
きい　かずを　かぞえよう64

1（じゅんに）2、6、26
2（じゅんに）3、0、30
1（じゅんに）2、5
2（じゅんに）3、8

1 十の位、一の位という用語を覚
えます。箱のへやには十の位の数を、ばら
のへやには一の位の数を書きこませます。
十の位は 10の集まりを、一の位は 1の
集まりを表しています。
2 それぞれの数字が何の位を表している
のかを理解させます。

65
ページ15　大きい　かずを　かぞえよう65

1 4 3  2 5 0
197 280 37
4（じゅんに）4、9
120 2（じゅんに）5、0

1 十の位は左、一の位は右という
位置関係をしっかり確認させます。一の位
に 1つもないときは、0と書きます。
2 十の位、一の位の数から全体の数を求
めたり、全体の数の十の位、一の位がそれ
ぞれいくつからできているかを考えます。
3 1「十のくらいが 2」というのは、
「10の集まりが 2こ」です。表現に気をつ
けて、2けたの数を正しく書けるようにし
ましょう。

66
ページ15　大きい　かずを　かぞえよう66

100
1100 
2100
1 51 52 5453 55
2 90 89 8788 86
3100 
470

1

2

1

2

13

1

2

3
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190 230
378 460

100までの大きな数の順序、構成
をきちんと整理しておきます。数が大きい
ので、じっくりと取り組ませましょう。

73
ページ16　なんじなんぷん73

（じゅんに）10、35
18じ 30ぷん（8じはん）
25じ15ふん
37じ 35ふん
41じ 43ぷん

長針がさす時計の数字の 1が 5分、
2が 10分、…を表していることを理解さ
せ、何分の目もりが読めるようにします。

74
ページ16　なんじなんぷん74

1  2

3  4

9 じ25ふん 2 じ30ぷん 4 じ52ふん11 じ

1 長いはりをかいて、時刻を表し
ます。長いはりが小さい目もりを正確にさ
せるようにします。

75
ページ

17　たすのかな　ひくのかな
ずに　かいて　かんがえよう75

（じゅんに）4、8
しき　4+8=12
 こたえ　12ひき
しき　7+5-1=11
 こたえ　11 人

にん

（じゅんに）15、8
しき　15-8=7
 こたえ　7 こ

4

1

2

1

2

11

2

33

69
ページ15　大

おお
きい　かずを　かぞえよう69

11
2（じゅんに）1、8
3（じゅんに）8、28
428
しき　 32+6=38  こたえ　38ぴき
129 247
386 469

一の位の数どうしを計算します。
1 何十いくつといくつのたし算を通して、
2けたの数のしくみがわかるようにします。

70
ページ15　大きい　かずを　かぞえよう70

（じゅんに）5、2、3、30、30
しき　40-10=30
 こたえ　30まい
110 220
330 490

（何十）-（何十）の計算です。10が
いくつになるかを考えます。 1 では、10
の束が 5つあり、2つとるので、残りは
3つで、30となります。

71
ページ15　大きい　かずを　かぞえよう71

16
2（じゅんに）6、2
3（じゅんに）2、22
422
しき　 29-7=22  こたえ　22本

ほん

134 272
352 492

一の位の数どうしを計算します。
1 何十いくつといくつのひき算を通して、
2けたの数のしくみを理解させます。

72
ページ15　大きい　かずを　かぞえよう72

84
1（じゅんに）8、2 23
381 440
しき　 7+22=29  こたえ　29こ

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3
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しき　 13+2=15
 こたえ　15人

にん

しき　 15-4=11
 こたえ　11まい
16 22

4 身近な物で、円柱と直方体の違
いを学習します。機関車が、どんな形の立
体図形から構成されているか理解し、その
数を確認させます。

79
ページ

たしたり　ひいたり　してみよう
たしざん／ひきざん／くらべてみよう79

114 212
36 43
514 62
しき　6+2-3=5
 こたえ　5わ

い

これまで学習してきた、たし算・ひ
き算の問題を取り上げています。たし算・
ひき算は大切なので、まちがえたところが
あれば、理解できるように、きほんのドリ
ルを含めてもう一度復習させておきましょ
う。3つの数のたし算やひき算では、計算
のしかたとして、たとえば、 1 6は、
10-5=5、5-3=2というように 2式に
分けて考えてもいいです。

80
ページ

大
おお
きい　かずを　かぞえよう／なんじなんぷん
たすのかな　ひくのかな　ずに　かいて　かんがえよう

80

190 250
349 472
19じ 30ぷん（9じはん）
23じ 50ぷん
31じ 17ふん
しき　11-6=5
 こたえ　5人

3 「前から 6番目までの人数は 6
人」と考えて、11-6（人）と立式します。

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

1 まず、前から、後ろからと指示
された位置を図でしっかり確認させます。
その後の順番においても、図をよく見て、
しるしをつけて考えさせます。
2 次のような図をかいて考えさせます。

76
ページ

17　たすのかな　ひくのかな
ずに　かいて　かんがえよう76

しき　8+5=13
 こたえ　13とう

しき　12-4=8
 こたえ　8 こ
2 + 2 + 2 + 2 = 8
 こたえ　2こ

3 まず、同じ 4つの数のたし算
をします。この計算は、1つ分の数が 2
こで、それが 4つ分あると考えます。

77
ページ18　かずしらべ77

1ねこ　6
　ぶた（じゅんに）6、5、5
　いぬ（じゅんに）5、9、9
　うさぎ（じゅんに）9、7、7
2みぎ
34まい

78
ページ

なんばんめかな／10より　おおきい　
かずを　かぞえよう／かたちあそび78

1

2

左 右
右から5ばん目

左から7ばん目

11人

1 うま
うし

2 赤
白

3

1 シ
し

ール
る

の　かず
○
○
○ ○

○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
ね
こ
ぶ
た
い
ぬ
う
さ
ぎ

1
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